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６月１５日（金）批判はあとでよい 

 賢い人は、ともすれば批判が先に立って目前の仕事に没

入しきれないことが多い。このためせっかく優れた頭脳と

知恵を持ちながら、批判ばかりして、結局は簡単な仕事も

満足にできないことがある。ところが逆に、人が見ればつ

まらないと思われるような仕事にも「バカの一つ覚え」と

言われるぐらいに全身全霊を打ち込む人がいる。この姿は

全く尊く、見ていても頭が下がる。 

仕事に成功するかしないかは第二のこと、要は仕事に没

入することである。批判はあとでよい、とにかく一心不乱

になることだ。こうした努力は必ず実を結ぶと思う。そこ

からものが生まれずして、いったい、どこから生まれよう。 

 

６月１６日（土）常識を破る 

私たちを取り囲んでいる常識というものは、想像をはる

かに越す根強さを持っています。しかし私たちは、その常

識を尊ぶとともに、ときには常識から自分を解放すること

が必要だと思います。そしてそのためには、やはり強い熱

意が要請されます。熱意のたぎっているところ、人は必ず

新しい道を開きます。常識では考えられないことをやって

のけ、運命を切り開き、新しい発明発見をします。常識を

破るのです。 

常識は大事であり、破るがために常識をはずれたことをす

るのは、世の中を乱し、周囲に迷惑を及ぼすだけです。そ

うではなくて、熱意の発するところには、次つぎと新しい

着想が生まれ、必然的に常識が破られていくのです。 

 

６月１７日（日）孤立化を防ぐ 

今日の日本が世界の中で、ふたたび孤立化する傾向があ

るとするなら、それはみずから招いているのである。つま

り、それは日本なり日本人が置かれている立場、実態を知

らないところからきている。 

だから、われわれは、まずすべての国、すべての人びと

が、日本と仲よくしてくれているからこそ自分たちは生活

できるのだ、という自覚認識をすることが大事であろう。

その自覚からは、みんなの世話になっているという謙虚な

気持がおのずと出てくる。そうなれば、事は半ば解決する

といってもよい。そういう思いを持つなら、みずから孤立

化を招くような態度は決して出てこないと思うのである。 

 

６月１８日（月）上には上がある 

 剣術でも、習い始めて少しうまくなってくると、みんな

が自分より弱く見えて、太刀さえとれば自分が勝つように

思う。しかしその域を脱すると、自分もまあ相当修業でき

たかもしれないが、しかし上には上がある、自分より上の

人がたくさんいるということがわかってくるから、自然謙

虚な心持になり、その人たちを手本としてその本質を究め

ようとします。 

 経営もこれと同じで、経営者としての経験を積めば積む

ほど、経営というものの幅の広さ、奥行きの深さがわかっ

てくるものです。常に、もうこれでいいというのではなく、

よりよき方法、よりよき道を求めるという姿勢が大切だと

思います。 

 

６月１９日（火）美と醜 

私の宅の近くに水のきれいな池がある。水面に周囲の

樹々の姿を映し、まことに風情がある。ところがこの池が

ひところ雨が降らなくて、底の大半を露出してしまうまで

になった。映すべき何物もなく醜い底を露呈するばかりで

ある。美の反面には醜がある――そんな思いである。 

お互い人間も、これと同じことではなかろうか。美と醜

とが相表裏しているところに、人間の真実がある。とすれ

ば、美の面のみにとらわれて、その反面の醜を責めるに急

なのは、人間の真実というものを知らないものである。暖

かい寛容の心を持って接し合うことが、お互いに明るく暮

らすための、一番大事なことではなかろうか。 

 

６月２０日（水）言うべきことを言う 

部下を持つ人は、自分一人だけの職務を全うすればいい

のではなく、部下とともに仕事の成果全体を高めていかな

くてはなりません。そのためには、やはり部下に対して誠

意をもって言うべきことを言い、導くべきことは導いてい

くことが大切です。 

注意すべきときに“注意したら文句を言ってうるさいか

ら”というようなことを考えて、言わずに放っておくとい

うようなことではいけません。部下がなすべきことはやは

り毅然として要求し、そしてそれを推進していくというこ

とに対しては断乎としてやらなければならない。そういう

ことをしない上司には、部下はかえって頼りなさを感じる

ものです。 

 

６月２１日（木）事業は人なり 

「事業は人なり」と言われるが、これは全くその通りで

ある。どんな経営でも適切な人を得てはじめて発展してい

くものである。いかに立派な歴史、伝統を持つ企業でも、

その伝統を正しく受けついでいく人を得なければ、だんだ

んに衰微していってしまう。経営の組織とか手法とかもも

ちろん大切であるが、それを生かすのはやはり人である。

どんなに完備した組織をつくり、新しい手法を導入してみ

ても、それを生かす人を得なければ、成果も上がらず、し

たがって企業の使命も果たしていくことができない。 

 企業が社会に貢献しつつ、みずからも隆々と発展してい

けるかどうかは、一にかかって人にあるとも言える。 


